
第 12回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和４年 10月 18日（火曜）     午前 ９時 30分  開会 

休 憩 9:34-35 9:45-49 

                    午前 10時 07分  閉会 

会議場所  役場３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  中村 和宏 委 員 渡辺洋一郎  

副委員長 正村紀美子 委 員 黒田 栄継  

委 員  鈴木 健充 委 員 常通 直人  

委 員  中田智惠子  議 長 早 苗  豊 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦 総務係主査 上田瑞紀 

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

２ 議 件  

（１）調査事項 

  ア 令和４年芽室町議会定例会 10月臨時会議の運営について  資料１ 

イ 第１回議会モニター会議開催要領案について        資料２ 

 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

（２）その他 

                                        

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和４年芽室町議会定例会１０月臨時会議の運営について  資料１ 

・総務課長：資料1-1説明。 

・正村委員：資料1-2説明。 

・委員長：それぞれ提案予定事項について説明があったが、質疑は。 

・（質疑なし） 

・正村委員：資料１の「２」～「４」説明。 

・委員長：資料１の「２」～「４」について質疑は？ 

・（質疑なし） 



・委員長：提案通りで決定する。 

 

イ 第１回議会モニター会議開催要領案について  資料２ 

・正村委員：前回議運で協議した事項を基に、事業案を整理したので協議したい。大

きく３点が協議事項である。１点目は日程。11月16日を日程としたい。２点目は、

議論テーマの進行要領。先の議員研修（10月５日開催）で活用したシートを基に

資料を作成したので（資料２－３）、グループごとに「多様な議員のなり手」に係

る課題（要因）の共通認識を図り、それを踏まえて、その対応策を協議する流れで

進めていきたい。３点目は、テーマ以外の意見交換の時間の設定。今般、モニター

設置要綱を改正した際にも議会内で共通確認したとおり、モニターの職務は「会

議に参加すること」ではなく、日常感じる意見を広く聴くことであるので、各グル

ープでリーダーは時間配分に配慮し、テーマの議論を終えた後に「自由な意見交

換の時間」を設けることを共通認識としたい。ということである。また、モニター

の職務のひとつである「議会だより」へのレポート掲載は、今年度は任期までの発

行月が４回（12月～３月）であることから紙面編集の都合もあり、割愛したい。 

・委員長：最初に「日程」について、意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：次に「会議の進行要領」について、意見・質疑はないか？ 

・常通委員：グループ編成の際に、議員とモニターの人数構成を配慮すべきと思う。

多数の議員に対して、モニターが１名などというようなグループ構成は避けるべ

きで、議員全員がグループに入ることを必須としないことも念頭に置いて良いと

思う。 

・黒田委員：この会議はオンライン参加も可とすることから、モニターの出欠状況及

び出席手法（会場参加・オンライン参加）を見て、議員の役割（司会・記録等）や

グループ編成を考え、あくまでもモニターの声を聴きやすい環境設定を優先する

ことを共通認識としてはいかがか。 

・（異議なし） 

・委員長：最後に「フリートーク」の設定について、意見・質疑はないか？ 

・黒田委員：「フリートーク」の目的と位置付けを、事前に明確にすべきと考える。 

・正村委員：当日の日程の中で「フリートーク」に係る時間は10数分とわずかであ

るため、率直な意見を伺う位置付けで良いと思う。例えば、両常任委員会で課題に

なっている事項をテーマにすることも想定される。 

・常通委員：昨年度の議会だよりに掲載されたモニターレポートの提案を題材にし

て、率直な意見交換をすることも手法のひとつと考える。 

・委員長：御意見を踏まえて、取り進めることにする。なお、議会だよりに掲載しな

いことについては、いかがか？ 

・常通委員：この取扱いは、編集企画会議でから提案されたものか？ 

・正村委員：あくまでも、今年度のモニターの職務として、モニター事業を担当する

立場としての提案である。 

・常通委員：編集企画会議において、再考すべきと考える。 



・委員長：常通委員の提案どおり、編集企画会議において改めて検討することとした

い。異議ないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：提案内容で決定する。次回、全員協議会で共通認識を図る。 

 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・正副一任 

 

（２）その他 

 ・委員長：「その他」で各委員からないか？  

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

 ・（なし） 

  ・委員長：事務局からないか？ 

 ・事務局長：第５回議会運営委員会（７月14日）で協議し、エントリーした「2022

マニフェスト大賞」について、新聞報道等のとおり、「議会改革賞」部門で優秀賞

を授賞した。このため、11月10日及び11日に東京で開催される授賞式への出席案

内があったことから、議長が10日の授賞プレゼンに、副議長が部門別の最優秀賞

発表の場である11日に、議長の名代として出席されることを共有したい。 

 

                      以上をもって委員会を閉会する。 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和４年 10月 18日 

議会運営委員会委員長 中 村 和 宏 

 

 


